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3,338人 3,399人 61人 7,173人 6,763人 ▲410人 9,205人 9,385人 180人 10,693人 10,702人 9人 30,409人 30,249人 ▲160人

3,372人 2,832人 ▲540人 7,387人 6,752人 ▲635人 10,375人 10,007人 ▲368人 13,335人 11,655人 ▲1,680人 34,469人 31,246人 ▲3,223人
【 84.0% 】 【 91.4% 】 【 96.5% 】 【 87.4% 】 【 90.6% 】

施設数 2,349人 6,406人 9,323人 10,702人 28,780人
127 1,509人 4,080人 6,311人 11,900人

47 小規模保育 196人 小規模保育 617人 小規模保育 813人

16 家庭的保育 21人 家庭的保育 56人 家庭的保育 77人

7 事業所内保育 30人 事業所内保育 87人 事業所内保育 117人

60 593人 1,566人 3,012人 1,548人 6,719人

37 新制度移行 3,548人 新制度移行 3,548人

34 従前通り 5,606人 従前通り 5,606人

0人 1人 0人 －
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「元気発進！子どもプラン（第３次計画）」
北九州市　子ども・子育て支援事業計画　（令和５年度実績）
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◎実績に対する評価、課題及び改善策◎

資料５

《評価》
●利用希望について

・計画（Ａ）と実績（Ｂ）の差について、年齢区分ごとに多少の差が生じているが、合計では概ね計画通り（▲１６０人）となっている。

●提供体制について
・実績（Ｂ）は、年齢区分ごとに多少の差が生じているが、合計では概ね計画通り（９０．６％）となっている。

《課題及び改善策》
・待機児童解消のためには、施設整備という受け皿づくりだけでなく、担い手となる保育士の確保も必要である。そこで、潜在保育士の就職支援

や、保育士の雇用の安定に資するため、処遇改善や「北九州市保育士・保育所支援センター」の運営を引き続き実施し、待機児童の継続的な解

消に向けた取組みを進める。


